
高齢化の進展等により１人当たり医療費の更なる増加が見込まれる中、医療費の適正化を推進するため、
市町村国保におけるデータヘルス環境の整備や保健事業（疾病予防・健康づくり）の取組を支援する。

事業の目的

⑴ 事業内容
①生活習慣病発症・重症化予防支援事業 28,697千円：高血圧・糖尿病未治療者等への受診勧奨等
②データヘルス推進支援事業 79,998千円：データヘルス計画の推進に向けた医療費分析や伴走支援
③データヘルス推進環境整備事業 38,837千円：KDB（国保ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ）補助システム更新・機能追加等
④適正服薬促進支援事業 20,339千円：重複服薬者等への相談勧奨、薬剤師による同行訪問、相談会等
⑤国民健康保険広報事業 20,000千円：国保制度や疾病予防・健康づくりに関する広報・啓発
⑥結核・精神データ分析事業 27,126千円：国特別調整交付金算定に向けた市町村支援

⑵ 事業の仕組み
①の一部…県実施（各保健所） その他…県 民間企業、県医師会、県薬剤師会、国保連合会

⑶ 成果指標
HbA1c 6.5％以上の割合（国保） 現状（令和5年度）9.61％ → 令和10年度 6.6%
血圧が保健指導判定値以上の割合（国保） 現状（令和5年度）50.1％ → 令和10年度 46.7%
特定健康診査の実施率（国保） 現状（令和5年度）39.3％ → 令和10年度 56.5％

事業の概要

国民健康保険医療費適正化支援事業

令和８年度～令和１０年度事業の期間

国民健康保険課 ２１４，９９７千円
【財源：国庫】

負担金貸付出資

改

【留意事項】
○１枚目（この頁）の各項目の枠や位置は、
変更不可

○フォントも変更不可
→事業名：ＭＳＰゴシック24.0ポイント 太
字
課名・財源：ＭＳＰゴシック12.0ポイン

ト 太字
本文：（項目）メイリオ14.0ポイント

○白黒印刷が基本

○財源の書きぶり統一
・国庫補助は原則「国庫」として、臨時交付
金及び包括交付金の場合のみ「国庫（重点交
付金）」、「国庫（包括交付金）」とする。

・基金の場合は、略称を用いて良いが、以下
を参考に部局内で統一を図ることとする。た
だし、宮崎再生基金は略さない。
→国スポ・障スポ基金、医療介護確保基金

【活動結果（事業のアウトプット）と中間成果を併記する場合（UIJター
ンの例）】
（活動結果）県外からの就職説明会参加者数 現状（令和●年度）
●●人→ 令和●年度●●人
（中間成果）ふるさと宮崎人材バンクを通じた県内就職者数 現状（令
和●年度）●●人→ 令和●年度●●人

改

委託

令和８年度都道府県国保ヘルスアップ支援事業について
（県事業名：国民健康保険医療費適正化支援事業）
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